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気温の高い日が多くなりました。この時期、ハエが増え始めます。 

ハエは  ◆家畜に対してストレスを与え、生産性の低下をもたらす 

        ◆伝染病の媒介者になる可能性がある 

        ◆周辺住民からの苦情の原因になる 

早めの対策で、ハエの発生を最小限に抑えましょう。 

  

  

 

 

 

 

 

 

 ライフサイクルを断ち切りハエの発生を防ぐには、各段階での適切な対策が重要！ 

 

① 発生源対策 （産卵させない、孵化させない） 

    ⇒ こまめな除糞と清掃、糞尿の適切な処理（堆肥化など） 

② 幼虫対策 （脱皮させない、蛹化させない） 

    ⇒ 昆虫発育抑制剤（ＩＧＲ剤）を糞全体に均一に散布 

③ 成虫対策  ⇒ 殺虫剤の噴霧、毒餌による殺虫（殺虫剤の種類を選びましょう） 

 

 

 

家畜衛生だより 
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 ハエの発生予防の対策強化を！ 

成虫

卵幼虫

（ウジ）

さなぎ

蛹
卵 → 成虫になるまで 

気温２０℃では約２０日間 

気温３０℃では約１０日間 

約１００個の卵を 

４～５回産む。 

乾燥に弱い。 

４０℃以上で死滅。 

 
 

①発生源対策 

②幼虫対策 

③成虫対策 

  

【ハエのライフサイクル】 

裏面もご覧ください 



 

 

 

 

 

埼玉県では、「埼玉県飼養衛生管理指導等計画」を策定し、飼養衛生管理者を対象

とした研修の機会を提供しています。 

この度、当所ホームページに研修資料を掲載しましたのでご活用いただき、衛生管

理の知識習得・技術向上に努めてください。 

また家畜の所有者の皆さまにおかれましても本資料を用いて研修を受講されます

ようお願いします。 

 

 

 

 

HP アドレス   

https://www.pref.saitama.lg.jp/b0917/siyouseisei/1.html 

 

 

 

 

 

 

 

 

ご不明な点は、家畜保健衛生所にお問い合わせください。 

飼養衛生管理者研修について 

研修資料のリンク先QRコード 

【総論】 

【牛】 

【豚】 

【家きん】 

家畜を飼うのに、新しい情報に

ついて勉強も必要だな・・・・ 
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